
携帯用ボーリングノズルの改良について

1.はじめに

最近.笠体を貫通する配管工事等にポーリング

カソタ一等が使われることが多くなり.各種の器

材が市販されている。 これらの器材のうち一部は

すでに消防用の破壊器具として取り入れられてい

るが，消防用として最初から設計されたものは少

ないため，取扱上あるいは性能的に改良，開発し

ていく必要がある。

今回.西ドイツ製のエンジン駆動式ポーリング

カソターについて.若干改良を加えて性能実験を

行った結果及び米国裂の水流駆動ポーリングノズ

ルについて槻要を報告する。

2. エンジン駆動式ボーリン

グノズルの術進及び性能

改良したボーリングノズルの主な構造は. ~if.真

lに示す駆動用エンジン，回転軸部送水管及びノ

ズル，ポーリングカ ソターから織成されている。

西ドイツ製ポーリングカッターは，本来，排水

管工事用に作られているため.カ yター先端の刃

を冷却するために登気圧による給水装置が付属さ

れていたが. このまま消防用として活用するには

不適当な点があるためカッターの冷却機構と消火

用ノズルの両方を備えたものに改良することにし

た。

(1) 改良試作部分の術進

図 lのとお 1).エンジンに取付けるシャンクか

らノズル結合部までを一体構造とし，ホースから

送水された水は.外筒と内筒との聞を通って，内

筒上に設けられた穴から軸内を通札送水部先端
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に取付けられるノズル及びボーリングカソターの

両万に送水される。

送水部内筒の外周には.軸が回転中でも一定

迭の放水ができるように.図 2のとおり案内羽栂

写真1 エンジン駆動式ポーリングノズルの放水実験状況

① 駆動用エンジン

② 回転軸部送水管及びノズル

③ ポーリングカッター

図 1 回転軸部送水管
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を設けた。

又，外出側は，軸の回転に伴って廻わらないよ

うにエンジン本体の取手部分から伸びた容易に取

りはずし可能な差込み金具により固定されている。

ノズル部は，図 3に示すように送水部にワンタ

ソチで結合できる精進となっており.純内を通 っ

てきた水は，円錐状の噴霧となって放水される。

改良試作部分の諸元は表 lのとおりである。

図2 内簡 断面

噴霧展開角度調懸けング

羽恨

送水音容と結合 /丈ル

図s ノズル部

表 1 改良賦作郎分の筒元

送
外 筒 外径90mm，長さ 190mm

管水 内 筒 穴数 3個.案内羽似 3枚

音E 送水口 -口径50mm，消防ヰジ

ノ
寸 法 外径63mm，長き 125m~

ス. 放水穴 4 mm X穴数12個

Jレ 放水量 200 e /分(5 kg/cm') 

部
般水射程 約 8m，円錐状噴霧

( 74 ) 

(2) 切削刃及びエンジンの脂元

表 2 切削刃の緒元

手>[( 理IJ 口径 (mm) *さ (mm) 賀川 (k耳)

コノ 7リー ト用 77.5 366 2.2 

奇ぞ 属 用 11 165 0.0 

木 H 用 11 15.7 。7

モ 1) 5' Iレ用 120 100 1.6 

表 3 エンジンの踏元

エノジン引式 杢冷 2サイクル単ンリンダ

相ド 主L [，1 58 cc 

点火方式 フライホイルマグネ γ 卜

始動方式 コイ Jし式スタータ

;戚 速 比 !0 

最高回転敬 944rpm 

燃料 t見 合 比 20: 1 

燃料Pン7容:;.1: 760cc 

ffi: 量 10.8kg 

(3) 改良の結果及ぴ性能

一般のエン ジン駆動式ボーリングカソターの回

転軸部に送水管及び放水用 ノズル等を付加する改

良を行った結果，カッターを含む全重量が約15kg

となり，改良前より若干返くなったが.壁体等の

ポーリングと同時に送水も可能なものとなった。

写真2 コンクリート床を穿孔の状況
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写真3 モルタル盤体の穿孔状況

穿孔'1性能実験については.床.墜体. ドアーな

ど各種の試料に対し.写真 2. 3に示す要領で実

施した。

性能の概要は表 4のと必りである。

放水性能については.1.皮水圧力 5kgfcm'.放水量

200 e f分，射程は約 8m. 直径約 3mの円錐状噴

京事となる。

表 4 エンジン駆動式ポーリングノズルの穿孔性

II~ 

J式 半ト 事-IL'.ef 際イL時 1m
J虫l!r fiii A号

や骨 り11 11字予凶 分 H 1..(，1 

コシ 7リー ト
150 。0.6 

コ:-?けー トウ ノ7

(県高卜有人'11 177.5mm世)

7ロート 布ラス 6 15 0，4 11 

...，ロ ，? 150 17 1，95 11 

r..~、q Ili 2.5 30 O.OIl 
tl，1I用力， 1

i7.5mmφ : 

モ ル 1，し 20 5 
モル l'し周
1120mmOl 

(日 ) エ 〆， /凶転1iI.900rpm 

3. 水流駆動式ボーリング

ノズルの性能実験結果

写真 4. 5. 6に示す米国製水流駆動式ボーリ

ングノズルについて性能実験を行った。

このボーリングノスルは.消防ホースを結合す

ることによ って，ポン プ車からの送水圧力を水流

タービンによ って 回転力に変換 し，切時IJ刃を凶転

することができる。

ノズル恨本圧力が15kgfぽで.穿孔時の回転数約

750rpm.噴霧ノズルからの枚水量は約200~ f分で

ある 、

写真4 米国製の水流駆動式ボーリングノズル

写真5 コンクリート壁体の穿孔状況

写真6 米国製水流駆動式ボーリングノズル
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①本体②接続延長管 ③ノズル ④コン '1')ート用-I;IJ削

刃 ⑤鉄桜用切削刃 ⑥木村用切削刃 ⑦排水符

構造諸元及び放水性能は表 5. 穿孔性能は表 6

のとおリである。

表5 構造隠元及び放水性能

本体寸法 600・IIX300・IIX30加m

本体重量 10 kg 

駆動水圧 8.4kg/白骨-17. 5kg/cm' 

穿孔必要水量 130 e /分以上

放水最大 量 370 ~ /分(J7.5kgf骨)

放水射位 約10m， 円錐状噴軍事引

回 転 数 750rpm (15kg/cm'， 200 r /分)
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表6 穿孔性能

事礼道
水圧試 科

分了時間秒 -I;IJ 両日 刀
水 4i何 号Jj 軍きl・・1

コン 7リ ト用コンクリート
100 3 。

I 76mm世)
15kgf町

ブロ ，'1 

コン '1'i ト用特 1i 
150 1 I 30 

(I50m"O ) 200 f/分7 ロ〆 7

鋼 阪 2.5 
金属

351-(7611"O ) 

用

モ ル タ ル 用
モルタル H.~ 20 5 

(12OmmO ) 

一

4. a わりに

ポーリングノズルの研究については.今後本体

の軽量化.連続して何回も穿孔可能な切削刃の開

発.ノズルの改良などを行って.安全かつ能率的

で実用性の高いものにしていきたい。

• 
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